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父親の愛と藪医者

� 芳野病院　山　名　　　勝

会員の声

　藪医者の語源を世の人は面白くたとえる。藪を透して見るように、はっきりわからない
下手な医者だとか、もっと見えない医者は土手医者だと言う。ある人は、藪は少しの風で
もさわぐ、風邪のような軽い病気でも、すぐさわぎたてる医者のことだとか。
　辞書を見れば、由来はすぐわかるが俗説のほうがはるかに面白い。
　私は藪と言われたことがある。
　昔、ほかの病院で勤めていた時のことである。常連の患者で嫌われ者のゴロツキのよう
な男がいた。ある日、交通事故で来院した。警察に出す診断書を求められた。
　「治癒見込、約一週間」と書いた。その男性は気にいらなかった。
　「一週間でほんとに治るか！」
とすごんだ。
　「約と書いているとおり、その程度の外傷という意味であり、ハッキリ、何日で治ると
は言えない」
　「ハッキリ言えないのか！　あんたは藪か?!」
　「うん、藪ぢゃ」
　私は若かった。負けない。相手は次に言う言葉につまった。そして、言った。
　「ブチ殺してやろうか‼」
と最後に怒鳴った。私もさすがに、こんな人に殺されてはつまらないので、黙った。
　その後、中学校の校医として、その患者の息子さんを診察した。おとなしい良い生徒で
あった。
　数日後、例の患者が来た。
　「あんたの息子さんはいいお子さんですネー」
とほめた。すると急に態度が柔らかくなり、ふにゃふにゃになった。顔のすごみは消えて、
ほほえんだ。やっぱり親だ。
　親の愛は神仏よりも有難い。こんな有難いことで、お互い仲の良い間柄になった。
　みずから自分を藪と言ったのは、この時が一度であるが、長い年月をふりかえると藪で
あったようだ。
　名医と尊敬される医者も、専門以外のことになると駄目だ。心臓専門は脳の手術はでき
ない。名医はその部門では優秀であるが、ほかのことは並の医者より劣る。専門バカと言
われる所以である。
　どの世界でも万能選手はありえない。医学は年年進歩し、藪は年年藪深くなって行く。
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真庭市における地域ケアネットワーク

� 真庭市医師会　作　本　修　一

　真庭市医師会では平成19年に認知症を切り口とした地域ケアネットワークの構築を
他職種に呼びかけた。現在、認知症キャラバンメイトは324名、認知症サポータ―は
8,913名（人口の18.5％）となって各々の地域で活動している。特に３年前から取り組
んできている「認知症予防教室」は参加者に認知症予防のためには糖尿病、高血圧症
など生活習慣病を予防、改善することが重要であり、さらには生活習慣、たとえば閉
じこもりをやめるとか、有酸素運動をすることで予防効果のあることなどを伝えてき
た。予防教室の利用前後のチェックでは確かにその活動の成果は認められる。
　また昨年度には岡大脳神経内科の協力で認知症予防に重点をおいた体操「げんき輝
きエクササイズ」を作成し、現在普及啓発を行っている。このエクササイズは地元の「ま
にわいきいきテレビ」でも４月から毎日10時、14時、20時と３回放送されており自宅
でも手軽にこのエクササイズを試みることが出来るようになった。
　また同時に始めた誤嚥性肺炎予防を目的とした口腔ケアの活動も成果を上げてきて
いる。この活動は真庭市の死亡原因の第２位が肺炎であることから、この改善のため
に歯科医師、理学療法士、栄養士など14職種が参加する「医師、多職種懇談会」で独
自に「口腔ケアチェックシート」を作成し取り組んできた。さらに真庭市の特徴とし
ては専門職だけでなく社会福祉協議会、愛育委員、家族会、行政等もこの活動に参加
していることであろう。そしてこれらの活動を通じて各職種、各地域にキーパーソン
となられる方も育ってきている。今年度にはより地域に近い形で運動を進めることを
目標として、各振興局単位に「地域ケア会議」が発足し、活動を始めてきている。
　このような認知症予防、肺炎予防など様々な取り組みにより結果として医療費の減
額も生まれてきている。しかしこれは住民が危機意識を持つことにより地域全体で病
気を予防できる街づくり、皆が健康で住み続けることのできる地域づくりをしたいと
考え「思いは一つ」を合言葉にして頑張ってきたためであろう。地域にはどうにかな
らないかという課題が、例えば必要な人員確保、ベッド数、病院、施設の内容充実な
ど数え上げればきりがないほど存在している。皆が頑張った結果、これらの課題に少
しでも光が見えるならばこの活動がさらに広がることも期待できるであろう。しかし

「役にたった」「喜んでもらえた」などの自己満足だけで、頑張っても頑張っても厳し
い未来しか見えてこなかったらこの運動の継続は極めて困難になると考えられる。
　まさに真庭市が行っている活動は国の呼び掛けとは考え方も質も根本的に異なるも
のであると感じられる。地域包括ケア体制、多職種連携、情報共有などいかにも正当
性があることだと声かけされても、衣の下に恫喝にも似た鎧が感じられるならば、現
在色々な地域でなかなか組織の立ち上がりが進まないのも理解できると思う。私の勘
違いでしょうか？
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